
国際貿易の理論は、リカードの2国2財1生産要素の比較優位モデルから、2国2財2生産要素のヘクシャー＝オリーン・モデルを経て、収穫逓増

や差別化、企業の異質性、そして貿易費用の内生的な役割が重視されるようになり、現実の貿易をより精密に説明する方向へと発展してきまし

た。一方で、実際の貿易では、ますます多数国・多数財（多部門）を対象とした分析や、中間財貿易の重要性が高まっています。本報告では、ま

ずこれらの理論的進展を整理し、次に実証研究の中心的枠組みであるグラビティ（重力）モデルの発展を簡単に紹介します。

 翻って、現代の貿易は完成品の貿易よりも、部品・素材・サービスが国境を何度も越えて最終財が組み上がる工程間の国際分業、すなわちグ

ローバル・サプライチェーン（GSC）を通じた中間財貿易が重要です。この現実を捉えるには、「どの国が何を輸出するか」だけでなく、「どの工程

で誰と結びついているか」という結合構造を分析対象に含める必要があります。

 そこで本報告では、国際産業連関表と構造グラビティ・モデルを用いて、各国・各産業の上流（素材・部品側）から下流（組立・最終需要側）まで

の位置を定量化し、さらに工程上の距離を表す指標を構築します。これにより、貿易関係の強さが、単なる2国間の物理的距離や経済規模

（GDP）だけでなく、工程の近接性と補完性によっても規定されることを明らかにします。

 分析から、第一に（平時において）、上流と下流の補完関係が強いほど貿易量は増加する一方で、分業が過度に進むと貿易量は減少すること

（逆U字型の関係）を示します。第二に（平時において）、工程が近い産業ペアほど貿易量が顕著に増大することを示します。第三に（制裁下にお

いて）、貿易制裁は二国間貿易を有意に減少させるものの、上流・下流の結合が強い産業ではその負の効果が軽減されること、特に多国間制裁

の下でも強い供給依存関係を持つ産業では貿易が維持される傾向があることを示します。

以上の結果は、制裁の有効性が「地理的距離（geography）」だけでなく、サプライチェーンの幾何学（geometry）に強く依存することを示して

います。
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お申し込み

横田  一彦 氏

左のQRコードからお申し込みください。
メールでお申し込みの場合は、お名前とご所属を
office@agi.or.jpに送信して下さい。
開催前日までにご参加用のZoomリンクをメールにて
お送りいたします。


